
投票環境向上及び主権者教育に関する取組

 投票率の低下や議員のなり⼿不⾜などに⾒られる住⺠の政治参加意識の希薄化
 投票率の低下、無投票増加は、明治以来守られてきた⺠主主義の危機

民主主義と
地方自治の危機

令和５年５⽉の⾏政懇談会において、県・市町村が問題意識を共有令和５年５⽉の⾏政懇談会において、県・市町村が問題意識を共有

『投票率低下防止等に向けた政治参画のあり方研究会』
を立ち上げ、有識者からの提言を受ける

主な提言

 若い頃からの発達段階に応じた教育が必要で
ある。

 連続性を持った体系的な主権者教育プログラ
ムや教育現場が活用しやすい鳥取県独自の副
教材等を作成し、全県下で継続的に推進する
必要がある。

 多くの市町村が人員の確保に苦労している現
状が明らかになり、特に⽴会人不⾜が投票所
の統廃合のきっかけになっていることがうか
がえる。

 投票所維持のためカメラ越しでの⽴会の検討、
インターネット投票の検討の加速化、制度の
⾒直しも必要である。

研究会の主な提言 提言を受けた鳥取県の取組

□ 投票所減少防⽌のためのオンライン投票⽴
会の実施
・投票⽴会⼈が不⾜することを
理由に、当⽇投票所が減少
していく事態への対策

・智頭町、江府町、南部町が
全国に先駆け、本取組を実施

□ 『鳥取県健全な⺠主主義のための公明かつ
適正な選挙の確保等に関する条例』の制定
・東京都知事選での公営ポスター掲示場の掲示ス
ペースを他者へ流⽤させ、経済的利益を得る⾏
為などを受け制定。

・主権者教育の推進、投票環境向上の取組なども
盛り込む
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ちいわか総選挙の実施

1. 県内の⼩学校、中学校、義務教育学校に教材を配布（毎年秋頃）
2. 各学校において、教材を活用し、授業・オンライン投票を⾏う

3. 投票結果を公表し、最多得票を得たものは実際に鳥取県の施策等に反映

教育プログラム・教材の概要教育プログラム・教材の概要

➢ 導入に向け、ご意見をうかがいたい
➢ 全校での導入・実施に向け、市町村（学校組合）教育
委員会や各学校への伝達、御協力を賜りたい

※ちいわか・・・地域とつながり、地域に愛着を持ち、地域のことを我が事ととらえて、
積極的に投票その他政治参加する若者になってほしいとの願いを込めた造語

⼩学校６年⽣、中学校３年⽣の児童⽣徒を対象とし、
鳥取県の施策等に関するオンライン投票を全県的に実施

＜教材イメージ＞

教員が授業の際に使用する授業案(教育プログラム)も配布
授業・投票に当たっては各児童⽣徒が持つタブレット端末を活用
社会科、特別活動、総合的な学習の時間、特別の教科、道徳等で
⾏われている主権者教育と相乗効果をねらう

⇒自分の一票が、身近なものを実際に変えるという体験を通じ、
若者の政治的有効性感覚を養っていく

※政治的有効性感覚…自分の行動や意見が政治に影響を与えられるという実感、感覚。

※選挙のテーマは、小学生は施設愛称、イベント名などの「名称」、中学生は県の何らかの「施策の方向性」等

＜教材イメージ＞
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